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 要約：環境省「絶滅の恐れのある野生生物

（植物編）」の種名リストを作るために、

4400 の約 10km 四方の区画ごとに、2000
種の個体数と減少率を調査し、各種の絶滅

リスクを評価した。このデータベースから、

新たな開発行為および保全措置を行った際

の絶滅リスクの増減を評価することができ

る。それらの評価を行うために、種の割引

平均余命（絶滅までの平均待ち時間を、将

来の 1年間の存続よりも現在の 1年間の存
続を重視した指標）を定義した。後世に自

然を残すためには、この割引率を経済的割引率よりもずっと低く設定する必要がある。種の平均

余命の逆数の増分、対数の増分、割引平均余命の増分によって、保全措置や開発行為の影響評価

を比較した。これらの指標を 2005 年日本国際博覧会の環境影響評価に適用したところ、同博覧
会の計画段階で保全措置をとったシデコブシよりも、開発予定地にあるシマジタムラソウの影響

が大きいことがわかった。 
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Fig. 1. The extinction risk of threatened species in Kaisho
Forest, evaluated from the source program referred to in
the text and the data shown Table 1. 


